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平成28年10月31日 
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人口減少・少子高齢化 

外に出たまま地元に戻らない 

進学等で沼田市から外へ出ていく 
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（平成２年）  総人口 
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（平成22年） 総人口 

51,265人 

沼田市の人口ピラミッド （国勢調査） 

※ 平成２年、平成１２年は旧白沢村、旧利根村の人口を合算した人数 

20～24歳代の人口は急激に減少している。 
その後の戻りも少ない。 
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若者が市外に出て行くのは何故か？ 

市外に出て行った若者が戻ってこないのは
何故か？ 

実際に若者が沼田のことをどのように思っ
ているか聞いてみたい！ 
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沼田市教育委員会 青少年育成連絡協議会 
     ジュニアリーダー部 高校生10名 
 

沼田高校  沼田女子高校 利根実業高校 渋川女子高校 

高崎女子高校 東京農大二高校  
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 質問１ 

『あなた方がジュニアリーダー部に入った動機は何ですか』 

子どもと関われる 
先輩達への憧れ 

コミュニケーション能力 

人と関わりが持てる 

家族 

６ 



     質問２ 

『利根沼田に住みたいと思いますか』 

○住みたいと思う理由 

○住みたいと思わない理由 

・沼田が好きで空気も良く、きれいな場所が発見ができる 

・交通の便は悪いけれど、自分の足で歩いてみるといろいろな      
   ことに気づける 

・沼田にしかない地形で、沼田と同じ場所はないから 

・電車の本数が１時間に１本は厳しい 
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『普段考えていることや、こんな事をすれば良いのでは 

               と思う事を教えて下さい』 

質問３ 

沼田市の良さをもっと外へ向け発信 

こどもとイベント 

就業環境 

駐車場などの生活環境 
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ジュニアリーダー部所属の高校生は比較的 

利根沼田に対して好印象を持っていると感じられた 

ジュニアリーダー部所属高校生のような人は 

 

話しを聞いて・・・ 
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１住み続け

たい（将来住

みたい） 

15.7% 

２住み続け

たくない（将

来は住みた

くない） 

31.7% 

３わからない 

50.3% 

 無回答 

2.2% 

これからも(将来)沼田市に住みたいと思いますか 

2倍 

平成26年11月 人口減少に関するアンケート（高校３年生用）より 
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住み続けたくない理由･･･ 

利根沼田の良さをきちんと知らないのではないか 

本当の沼田を知った上での『ない』なのか 

魅力を感じない 
住んでいて楽しくない 

何もないから 不便だから 

良いイメージがない 
就きたい仕事に就けないから 

平成26年11月 人口減少に関するアンケート（高校３年生用）より 
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利根沼田という地域の良さを伝え、知ってもらう 

子ども向けイベントを開催すれば、親（大人）も一緒に！ 
さらにジュニアリーダー部の活躍の場も仲間も増える 

就職 職業の選択肢を増やすor情報の公開・提供 

若者が考える、こうだったら住みたい・・・  
と思える 『若者が住みたい沼田』にするために
私たちは提案します。 

・ないないない、を減らすために 
・ジュニアリーダー部の高校生たちのような沼田に良い印象を持
つ若者をふやすために 

１２ 



地域の良さを知る 

子ども向けイベント
の充実 

就職 

小･中・(高)の、教育の場で利根沼
田のことを知る機会を増やす 

年に4回。季節毎にイベント開催 

インターネットを通して沼田
市の就職先情報を公開・提供 

アンケートを実施 

ジュニアリーダー部の活動や活躍 
できる場を増やす 
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質問１．「住んでみたい」とは、どんな地域であるのか、あなた方の
視点から今現在の利根沼田についての感想を教えて下さい 

1. 歴史的建造物があり、よそから客が来てにぎやか 

2. 豊かな自然を目当てに、よそから客がくる 

3. 祭りなどのイベントが多く、地域の人も楽しんでいる 

4. 地元産の食べ物に人気があり、よそから客が来てくれる 

5. 子どもが楽しめるイベントがあり、ボランティアの大人や学生が多い 

質問3．利根沼田のために何かできることはありますか 
自由回答 

そう思う どちらでもない そう思わない 

      

      

      

      

      

1 

2 

3 

4 

5 

アンケート（一部抜粋） 
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現状では若者はどんどん沼田から出て行き、人口も減
る一方です。 
 ジュニアリーダー部の高校生のような、沼田の良いと
ころ悪いところをきちんと知っている若者が増えること
で、将来『沼田に住む』という選択肢を選ぶ人が少しで
も多くなれば良いと思います。 
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まとめ 


